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平成 29 年７月 14 日 

各   位 

会 社 名：  ア サ ヒ 衛 陶 株 式 会 社 

代表者名：   取締役社長  町 元  孝 二 

（コード番号： 5341 東証第二部） 

問合せ先：         丹 司 恭 一 

電話番号：  06－7777－2073 

 

第２四半期業績予想数値と実績数値との差異及び通期業績予想の修正 
に関するお知らせ 

 

平成 29 年１月 19 日に公表いたしました平成 29 年 11 月期第２四半期業績予想数値と本日公表の

実績数値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年 11 月期通期業績予想を修正いたしましたので、あわ

せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 29年 11月期第２四半期(累計)連結業績予想数値と実績数値との差異(平成 28年 12月 1日

～平成 29 年５月 31 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

1,560 

百万円

△10

百万円

△15

百万円 

△20 

円 銭

△1.38

今回実績数値(Ｂ) 1,483 △63 △60 △70 △4.85

増減額(Ｂ－Ａ) △77 △53 △45 △50 

増減率(％) △4.9 － － － 

(ご参考)前第 2四

半期実績 

(平成 28 年 11 月期

第 2四半期) 

1,415 △91 △96 △133 △9.26

 

 

取締役 
企画管理部長 
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２．通期連結業績予想の修正 

  平成 29年 11月期通期(連結)業績予想数値の修正(平成 28年 12月 1日～平成 29年 11月 30日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

3,200 

百万円

60 

百万円

50

百万円 

35 

円 銭

2.42

今回修正予想(Ｂ) 3,400 25 15 5 0.35

増減額(Ｂ－Ａ) 200 △35 △35 △30 

増減率(％) 6.3 △58.3 △70.0 △85.7 

(ご参考)前期実績 

(平成 28 年 11 月期) 
2,803 △238 △250 △294 △20.39

 

３．第２四半期連結業績予想数値と実績数値との間に差異が生じた理由 

海外子会社の売上高は物件販売の増加により計画と比して好調に推移いたしました。一方、親会

社の売上高については、まず既存の販売先への営業強化による売上高増加を計画していたものの、

実際には売上高が対前年比 104.9%と概ね横ばいとなっております。次に集合住宅向けの販売強化に

よる売上高増加を計画していたものの、価格や仕様の交渉に時間を要した等により販売が下期に遅

れることから、第２四半期時点では思うように売上高を伸ばすことが出来ず、その結果第 2 四半期

の売上高が前回発表予想を下回ることとなりました。 

 利益面についても、上記の売上高の減少に伴う売上総利益の減少に加えて、外注先から香川事業

所への生産移管・集約計画に遅れが生じていることによるコスト増及び上記の新規販売先への販売

スタートの遅れにより低コストでの洗面化粧台用天板の調達によるコスト削減効果を発揮すること

が出来なかったことが売上総利益の減少要因となっております。これらのことから材料費や経費の

削減を進めているものの、第 2 四半期での営業利益・経常利益・親会社に帰属する四半期純利益と

もに前回発表予想を下回ることとなりました。 

 

４．通期連結業績予想修正の理由   

 売上高については、集合住宅向けのトイレセットや洗面化粧台の標準採用化に伴う売上高増加や

東日本地区のホームセンターでの当社商品の定番採用による売上高の増加などに加えて、前回予想

発表時には織り込んでいなかった温水洗浄便座の新規取引先の開拓や温浴施設水質改善事業である

「カラム」の取扱いを新たに開始することにより、下期の販売増加が見込める状況になったことか

ら、前回発表予想よりも増加する見通しとなっております。 

 一方、利益については、現在当社が開拓を進めている販売案件は競合他社との価格競争が激しい

ことにより利益率が従来よりも低下する見込みであることから、上記の売上高の増加や材料費及び

経費の削減努力によっても利益額の減少をカバーすることが出来ず、営業利益・経常利益・親会社

株主に帰属する当期純利益が前回発表予想よりも減少する見通しとなっております。 
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５．平成 29 年 11 月期第２四半期(累計)個別業績予想数値と実績数値との差異(平成 28 年 12 月 1 日

～平成 29 年５月 31 日) 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり四半期

純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円

1,520

百万円

△15

百万円 

△20 

円 銭

△1.38

今回実績数値(Ｂ) 1,435 △65 △75 △5.23

増減額(Ｂ－Ａ) △85 △50 △55 

増減率(％) △5.6 － － 

(ご参考)前第 2四

半期実績 

(平成 28 年 11 月期

第 2四半期) 

1,393 △97 △134 △9.32

 

 

６．通期個別業績予想の修正 

平成 29年 11 月期通期(個別)業績予想数値の修正(平成 28年 12月 1日～平成 29年 11 月 30日) 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり当期純

利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円

3,100

百万円

50

百万円 

35 

円 銭

2.42

今回修正予想(Ｂ) 3,300 15 5 0.35

増減額(Ｂ－Ａ) 200 △35 △30 

増減率(％) 6.5 △70.0 △85.7 

(ご参考)前期実績 

(平成 28 年 11 月期) 
2,763 △245 △289 △20.05
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７．第２四半期個別業績予想数値と実績数値との間に差異が生じた理由及び通期個別業績予想修正

の理由 

上記の第２四半期連結業績予想数値と実績数値との間に差異が生じた理由及び通期連結業績予想

の修正理由と同様の理由によるものであります。 

 

 

※上記の業績予想はつきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものです。 

予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


